
9　偶数と奇数、倍数と約数 　　がつ　　にち なまえ

こたえ 倍数 基礎②
き そ

1 □にあてはまることばを書きましょう。

3に整数をかけてできる数（3、6、9、…）を、3の 倍数 という

2 つぎの数の倍数を、小さいほうから5つ書きましょう。

2の倍数 2、4、6、8、10 4の倍数 4、8、12、16、20

6の倍数 6、12、18、24、30 7の倍数 7、14、21、28、35

9の倍数 9、18、27、36、45 12の倍数 12、24、36、48、60

3 3の倍数に○をつけましょう。

4 □にあてはまる数を書きましょう。

8の倍数で、50にいちばん近い数は 48

1から50までに、5の倍数は 10 個

1から100までに、9の倍数は 11 個

15の倍数で、小さいほうから4番目は 60

おうちの方へ

倍数は、もとの数に1、2、3…とじゅんに整数をかけてもとめます。0

はかけません（0は倍数に入れません）。

1から50までの5の倍数は50÷5＝10個。1から100までの9の倍数は

100÷9＝11あまり1で11個。
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